
４．四半期損益計算書
（単位：百万円）

3,022,460 3,467,436

2,382,388 2,825,003

( う ち 保 険 料 ) ( 2,381,402 ) ( 2,823,974 )

514,799 510,867

( う ち 利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 ) ( 348,612 ) ( 381,203 )

( う ち 金 銭 の 信 託 運 用 益 ) ( 1 ) ( 2 )

( う ち 有 価 証 券 売 却 益 ) ( 69,371 ) ( 63,509 )

( う ち 金 融 派 生 商 品 収 益 ) ( 24,076 ) ( 66,138 )

( う ち 特 別 勘 定 資 産 運 用 益 ) ( 68,557 ) ( ――― )

125,273 131,565

2,912,438 3,231,264

1,724,340 1,617,850

( う ち 保 険 金 ) ( 622,206 ) ( 529,115 )

( う ち 年 金 ) ( 311,968 ) ( 330,174 )

( う ち 給 付 金 ) ( 370,878 ) ( 352,533 )

( う ち 解 約 返 戻 金 ) ( 359,989 ) ( 346,754 )

( う ち そ の 他 返 戻 金 ) ( 57,822 ) ( 56,885 )

653,534 1,025,303

652,724 1,024,643

810 660

107 478 145 073資 産 運 用 費 用

責 任 準 備 金 繰 入 額

社 員 配 当 金 積 立 利 息 繰 入 額

保 険 金 等 支 払 金

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

経 常 費 用

そ の 他 経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

資 産 運 用 収 益

経 常 収 益

平成２１年度 平成２２年度
第３四半期累計期間

平成21年12月31日まで 平成22年12月31日まで

金      額 金      額

第３四半期累計期間
平成21年 4月 1日から 平成22年 4月 1日から

科 目

期 別

107,478 145,073

( う ち 支 払 利 息 ) ( 2,535 ) ( 2,284 )

( う ち 有 価 証 券 売 却 損 ) ( 43,449 ) ( 56,262 )

( う ち 有 価 証 券 評 価 損 ) ( 26,205 ) ( 52,091 )

( う ち 特 別 勘 定 資 産 運 用 損 ) ( ――― ) ( 15,218 )

260,813 279,886

166,272 163,149

110,021 236,172

746 1,575

746 930

――― 644

9,755 20,893

1,663 4,117

1,850 9,072

302 720

5,462 5,826

476 476

――― 680

101,013 216,854

*1 4,925 16,893

4,925 16,893

96,087 199,960

（注） *1　法人税及び住民税には、法人税等調整額を含んでいます。

四 半 期 純 剰 余

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 合 計

そ の 他 特 別 損 失

税 引 前 四 半 期 純 剰 余

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

社 会 厚 生 事 業 増 進 助 成 金

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

特 別 損 失

固 定 資 産 等 処 分 損

減 損 損 失

貸 倒 引 当 金 戻 入 額

特 別 利 益

固 定 資 産 等 処 分 益

経 常 利 益

資 産 運 用 費 用

事 業 費

そ の 他 経 常 費 用

科 目

期 別
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注記事項 

（四半期貸借対照表関係） 

平成２２年度第３四半期会計期間末 

１．重要な会計処理の原則及び手続の変更 

当第３四半期累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（平成２０年３月３１日 企業会計基準委員会）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（平成２０年３月３１日 企業会計基準委員会）を適用してお

ります。 

この結果、従来の方法によった場合と比べ、有形固定資産が２,５８６百万円増加し、資産除去債務が３,３６６百

万円新たに計上されております。また、経常利益が１０１百万円減少し、税引前四半期純剰余が７８０百万円減少し

ております。 

２．簡便的な会計処理及び四半期特有の会計処理 

税金費用については、当第３四半期累計期間を含む会計年度の税引前当期純剰余に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積もり、税引前四半期純剰余に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税及び住民税に含めて計算しております。 

 また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前年度末以降に経営環境等および一時差異等の発生状況に著

しい変化がないと認められるため、前年度末において使用した将来の業績予測およびタックスプランニングを利用す

る方法によっております。 

３．責任準備金には、保険業法施行規則第６９条第５項の規定に基づき、平成８年４月１日以前に契約締結した個人年

金保険契約について、予定利率２.７５％を用いて保険料積立金を計算したことにより生じた差額を追加して積み立て

ることとしたもの（平成１９年度から３年間にわたる積立てを完了。なお、年金開始する契約の年金開始後部分は、

平成２２年度以降も年金開始の都度積立て）が含まれております。 

４．社員配当準備金の異動状況は次のとおりであります。 

前年度末現在高 ３３０,６４９百万円

前年度剰余金よりの繰入額 １２３,０３８百万円

当第３四半期累計期間社員配当金支払額 ９６,８６６百万円

利息による増加等 ７０９百万円

当第３四半期会計期間末現在高 ３５７,５３１百万円

５．保険業法第６０条の規定により基金を６０,０００百万円新たに募集いたしました。 

６．基金６０,０００百万円の償却に伴い、同額の基金償却準備金を保険業法第５６条の規定による基金償却積立金へ振

り替えております。 

７．担保に供されている資産の額は、有価証券３,３２１百万円であります。 

８．消費貸借契約により貸し付けている有価証券（現金担保付債券貸借取引による有価証券を含む）の貸借対照表価額

は、８２９,３６６百万円であります。 

９．その他の負債には、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付借入金１００,０００

百万円を含んでおります。 

１０．その他の負債には、債券貸借取引に伴う受入担保金３２１,３１２百万円を含んでおります。 
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注記事項 

（四半期損益計算書関係） 

平成２２年度第３四半期累計期間 

１．その他特別損失は、資産除去債務に関する会計基準の適用に伴って発生した、前年度以前の減価償却費等に相当す

る金額であります。 

２．当第３四半期累計期間における減損損失に関する事項は、次のとおりであります。 

（１）資産のグルーピング方法 

保険事業等の用に供している不動産等については、保険事業等全体で１つの資産グループとしております。また、

保険事業等の用に供していない賃貸不動産等および遊休不動産等については、それぞれの物件ごとに１つの資産グ

ループとしております。 

（２）減損損失の認識に至った経緯 

   不動産市況の悪化等により、一部の資産グループに著しい収益性の低下または時価の下落が見られたことから、

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

（３）減損損失を認識した資産グループと減損損失計上額の固定資産の種類ごとの内訳  

 

 

 

 

 

（４）回収可能価額の算定方法 

回収可能価額は、賃貸不動産等については物件により使用価値または正味売却価額を、遊休不動産等については

正味売却価額を適用しております。なお、使用価値については見積乖離リスクを反映させた将来キャッシュ・フロ

ーを２.４８％で割り引いて算定しております。また、正味売却価額については不動産鑑定評価基準に基づく鑑定評

価額等から処分費用見込額を差し引いた価額、または公示価格等を基準にした評価額等をもとに算定しております。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

用　途 件　数 減　 損　 損　 失（百万円）

土　地 建　物 計

賃貸不動産等 ２件 ５,２５０ ６３８ ５,８８９

遊休不動産等 ３６件 １,２４５ １,９３６ ３,１８２

合　計 ３８件 ６,４９６ ２,５７５ ９,０７２
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